
ヨハネの黙示録

Revelation

新約聖書



第1章

1 イエス・キリストの黙示。神はすぐに起こるべきことをしもべたちに示すため、これをキリス

トに与えられた。そしてキリストは、御使いを遣わして、これをしもべヨハネに告げられた。

2 ヨハネは、神のことばとイエス・キリストの証し、すなわち、自分が見たすべてのことを証し

した。

3 この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、

幸いである。時が近づいているからである。

4 ヨハネから、アジアにある七つの教会へ。今おられ、昔おられ、やがて来られる方から、ま

た、その御座の前におられる七つの御霊から、

5 また、確かな証人、死者の中から最初に生まれた方、地の王たちの支配者であるイエス・キリ

ストから、恵みと平安があなたがたにあるように。 私たちを愛し、その血によって私たちを

罪から解き放ち、

6 また、ご自分の父である神のために、私たちを王国とし、祭司としてくださった方に、栄光と

力が世々限りなくあるように。アーメン。

7 見よ、その方は雲とともに来られる。 すべての目が彼を見る。 彼を突き刺した者たちさえ

も。 地のすべての部族は 彼のゆえに胸をたたいて悲しむ。 しかり、アーメン。

8 神である主、今おられ、昔おられ、やがて来られる方、全能者がこう言われる。「わたしはア

ルファであり、オメガである。」

9 私ヨハネは、あなたがたの兄弟で、あなたがたとともにイエスにある苦難と御国と忍耐にあず

かっている者であり、神のことばとイエスの証しのゆえに、パトモスという島にいた。

10 私は主の日に御霊に捕らえられ、私のうしろにラッパのような大きな声を聞いた。

11 その声はこう言った。「あなたが見たことを巻物に記して、七つの教会、すなわち、エペソ、

スミルナ、ペルガモン、ティアティラ、サルディス、フィラデルフィア、ラオディキアに送り

なさい。」

12 私は、自分に語りかける声を見ようとして振り向いた。振り向くと、七つの金の燭台が見え

た。

13 また、その燭台の真ん中に、人の子のような方が見えた。その方は、足まで垂れた衣をまと

い、胸に金の帯を締めていた。

14 その頭と髪は白い羊毛のように、また雪のように白く、その目は燃える炎のようであった。

15 その足は、炉で精錬された、光り輝く真鍮のようで、その声は大水のとどろきのようであっ

た。

16 また、右手に七つの星を持ち、口から鋭い両刃の剣が出ていて、顔は強く照り輝く太陽のよう

であった。

17 この方を見たとき、私は死んだ者のように、その足もとに倒れ込んだ。すると、その方は私の

上に右手を置いて言われた。 「恐れることはない。わたしは初めであり、終わりであり、

18 生きている者である。わたしは死んだが、見よ、世々限りなく生きている。また、死とよみの

鍵を持っている。

19 それゆえ、あなたが見たこと、今あること、この後起ころうとしていることを書き記せ。



20 あなたがわたしの右手に見た七つの星と、七つの金の燭台の、秘められた意味について。七つ

の星は七つの教会の御使いたち、七つの燭台は七つの教会である。

第2章

1 エペソにある教会の御使いに書き送れ。『右手に七つの星を握る方、七つの金の燭台の間を歩

く方が、こう言われる──。

2 わたしは、あなたの行い、あなたの労苦と忍耐を知っている。また、あなたが悪者たちに我慢

がならず、使徒と自称しているが実はそうでない者たちを試して、彼らを偽り者だと見抜いた

ことも知っている。

3 あなたはよく忍耐して、わたしの名のために耐え忍び、疲れ果てなかった。

4 けれども、あなたには責めるべきことがある。あなたは初めの愛から離れてしまった。

5 だから、どこから落ちたのか思い起こし、悔い改めて初めの行いをしなさい。そうせず、悔い

改めないなら、わたしはあなたのところに行って、あなたの燭台をその場所から取り除く。

6 しかし、あなたにはこのことがある。あなたはニコライ派の人々の行いを憎んでいる。わたし

もそれを憎んでいる。

7 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。勝利を得る者には、わたしはいのち

の木から食べることを許す。それは神のパラダイスにある。』

8 また、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであり終わりである方、死んでよみが

えられた方が、こう言われる──。

9 わたしは、あなたの苦難と貧しさを知っている。だが、あなたは富んでいるのだ。ユダヤ人だ

と自称しているが実はそうでない者たち、サタンの会衆である者たちから、ののしられている

ことも、わたしは知っている。

10 あなたが受けようとしている苦しみを、何も恐れることはない。見よ。悪魔は試すために、あ

なたがたのうちのだれかを牢に投げ込もうとしている。あなたがたは十日の間、苦難にあう。

死に至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあなたにいのちの冠を与える。

11 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。勝利を得る者は、決して第二の死に

よって害を受けることはない。』

12 また、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い両刃の剣を持つ方が、こう言われる

──。

13 わたしは、あなたが住んでいるところを知っている。そこにはサタンの王座がある。しかしあ

なたは、わたしの名を堅く保って、わたしの確かな証人アンティパスが、サタンが住むあなた

がたのところで殺されたときでさえ、わたしに対する信仰を捨てなかった。

14 けれども、あなたには少しばかり責めるべきことがある。あなたのところに、バラムの教えを

頑なに守る者たちがいる。バラムはバラクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルの子

らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずきを置かせた。

15 同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なに守っている者たちがいる。

16 だから、悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐにあなたのところに行き、わたしの

口の剣をもって彼らと戦う。

17 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。勝利を得る者には、わたしは隠され

ているマナを与える。また、白い石を与える。その石には、それを受ける者のほかはだれも知



らない、新しい名が記されている。』

18 また、ティアティラにある教会の御使いに書き送れ。『燃える炎のような目を持ち、その足は

光り輝く真鍮のような神の子が、こう言われる──。

19 わたしは、あなたの行い、あなたの愛と信仰と奉仕と忍耐を知っている。また、初めの行いに

まさる、近ごろの行いも知っている。

20 けれども、あなたには責めるべきことがある。あなたは、あの女、イゼベルをなすがままにさ

せている。この女は、預言者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて惑わし、淫ら

なことを行わせ、偶像に献げた物を食べさせている。

21 わたしは悔い改める機会を与えたが、この女は淫らな行いを悔い改めようとしない。

22 見よ、わたしはこの女を病の床に投げ込む。また、この女と姦淫を行う者たちも、この女の行

いを離れて悔い改めないなら、大きな患難の中に投げ込む。

23 また、この女の子どもたちを死病で殺す。こうしてすべての教会は、わたしが人の思いと心を

探る者であることを知る。わたしは、あなたがたの行いに応じて一人ひとりに報いる。

24 しかし、ティアティラにいる残りの者たち、この教えを受け入れず、いわゆる「サタンの深

み」を知らないあなたがたに言う。わたしはあなたがたに、ほかの重荷を負わせない。

25 ただ、あなたがたが持っているものを、わたしが行くまで、しっかり保ちなさい。

26 勝利を得る者、最後までわたしのわざを守る者には、諸国の民を支配する権威を与える。

27 彼は鉄の杖で彼らを牧する。 土の器を砕くように。

28 わたしも父から支配する権威を受けたが、それと同じである。また、勝利を得る者には、わた

しは明けの明星を与える。

29 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』

第3章

1 また、サルディスにある教会の御使いに書き送れ。『神の七つの御霊と七つの星を持つ方が、

こう言われる──。 わたしはあなたの行いを知っている。あなたは、生きているとは名ばかり

で、実は死んでいる。

2 目を覚まし、死にかけている残りの者たちを力づけなさい。わたしは、あなたの行いがわたし

の神の御前に完了したとは見ていない。

3 だから、どのように受け、聞いたのか思い起こし、それを守り、悔い改めなさい。目を覚まさ

ないなら、わたしは盗人のように来る。わたしがいつあなたのところに来るか、あなたには決

して分からない。

4 しかし、サルディスには、わずかだが、その衣を汚さなかった者たちがいる。彼らは白い衣を

着て、わたしとともに歩む。彼らがそれにふさわしい者たちだからである。

5 勝利を得る者は、このように白い衣を着せられる。またわたしは、その者の名をいのちの書か

ら決して消しはしない。わたしはその名を、わたしの父の御前と御使いたちの前で言い表す。

6 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』

7 また、フィラデルフィアにある教会の御使いに書き送れ。 『聖なる方、真実な方、 ダビデの

鍵を持っている方、 彼が開くと、だれも閉じることがなく、 彼が閉じると、だれも開くこと

がない。 その方がこう言われる──。



8 わたしはあなたの行いを知っている。見よ。わたしは、だれも閉じることができない門を、あ

なたの前に開いておいた。あなたには少しばかりの力があって、わたしのことばを守り、わた

しの名を否まなかったからである。

9 見よ。サタンの会衆に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しているが、実はそうではな

く、噓を言っている者たちに、わたしはこうする。見よ。彼らをあなたの足もとに来させてひ

れ伏させ、わたしがあなたを愛していることを知らせる。

10 あなたは忍耐についてのわたしのことばを守ったので、地上に住む者たちを試みるために全世

界に来ようとしている試練の時には、わたしもあなたを守る。

11 わたしはすぐに来る。あなたは、自分の冠をだれにも奪われないように、持っているものをし

っかり保ちなさい。

12 わたしは、勝利を得る者を、わたしの神の神殿の柱とする。彼はもはや決して外に出て行くこ

とはない。わたしは彼の上に、わたしの神の御名と、わたしの神の都、すなわち、わたしの神

のもとを出て天から下って来る新しいエルサレムの名と、わたしの新しい名とを書き記す。

13 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』

14 また、ラオディキアにある教会の御使いに書き送れ。『アーメンである方、確かで真実な証

人、神による創造の源である方がこう言われる──。

15 わたしはあなたの行いを知っている。あなたは冷たくもなく、熱くもない。むしろ、冷たいか

熱いかであってほしい。

16 そのように、あなたは生ぬるく、熱くも冷たくもないので、わたしは口からあなたを吐き出

す。

17 あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、足りないものは何もないと言っているが、実は

みじめで、哀れで、貧しくて、盲目で、裸であることが分かっていない。

18 わたしはあなたに忠告する。豊かな者となるために、火で精錬された金をわたしから買い、あ

なたの裸の恥をあらわにしないために着る白い衣を買い、目が見えるようになるために目に塗

る目薬を買いなさい。

19 わたしは愛する者をみな、叱ったり懲らしめたりする。だから熱心になって悔い改めなさい。

20 見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの声を聞いて戸を開けるな

ら、わたしはその人のところに入って彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。

21 勝利を得る者を、わたしとともにわたしの座に着かせる。それは、わたしが勝利を得て、わた

しの父とともに父の御座に着いたのと同じである。

22 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。』」

第4章

1 その後、私は見た。すると見よ、開かれた門が天にあった。そして、ラッパのような音で私に

語りかけるのが聞こえた、あの最初の声が言った。「ここに上れ。この後必ず起こることを、

あなたに示そう。」

2 たちまち私は御霊に捕らえられた。すると見よ。天に御座があり、その御座に着いている方が

おられた。

3 その方は碧玉や赤めのうのように見え、御座の周りには、エメラルドのように見える虹があっ

た。



4 また、御座の周りには二十四の座があった。これらの座には、白い衣をまとい、頭に金の冠を

かぶった二十四人の長老たちが座っていた。

5 御座からは稲妻がひらめき、声と雷鳴がとどろいていた。御座の前では、火のついた七つのと

もしびが燃えていた。神の七つの御霊である。

6 御座の前は、水晶に似た、ガラスの海のようであった。 そして、御座のあたり、御座の周り

に、前もうしろも目で満ちた四つの生き物がいた。

7 第一の生き物は獅子のようであり、第二の生き物は雄牛のようであり、第三の生き物は人間の

ような顔を持ち、第四の生き物は飛んでいる鷲のようであった。

8 この四つの生き物には、それぞれ六つの翼があり、その周りと内側は目で満ちていた。そし

て、昼も夜も休みなく言い続けていた。 「聖なる、聖なる、聖なる、 主なる神、全能者。 昔

おられ、今もおられ、やがて来られる方。」

9 また、これらの生き物が栄光と誉れと感謝を、御座に着いて世々限りなく生きておられる方に

ささげるとき、

10 二十四人の長老たちは、御座に着いておられる方の前にひれ伏して、世々限りなく生きておら

れる方を礼拝した。また、自分たちの冠を御座の前に投げ出して言った。

11 「主よ、私たちの神よ。 あなたこそ 栄光と誉れと力を受けるにふさわしい方。 あなたが万物

を創造されました。 みこころのゆえに、それらは存在し、 また創造されたのです。」

第5章

1 また私は、御座に着いておられる方の右の手に巻物を見た。それは内側にも外側にも字が書か

れていて、七つの封印で封じられていた。

2 また私は、一人の強い御使いが「巻物を開き、封印を解くのにふさわしい者はだれか」と大声

で告げているのを見た。

3 しかし、天でも地でも地の下でも、だれ一人その巻物を開くことのできる者、見ることのでき

る者はいなかった。

4 私は激しく泣いた。その巻物を開くにも、見るにも、ふさわしい者がだれも見つからなかった

からである。

5 すると、長老の一人が私に言った。「泣いてはいけません。ご覧なさい。ユダ族から出た獅

子、ダビデの根が勝利したので、彼がその巻物を開き、七つの封印を解くことができます。」

6 また私は、御座と四つの生き物の真ん中、長老たちの真ん中に、屠られた姿で子羊が立ってい

るのを見た。それは七つの角と七つの目を持っていた。その目は、全地に遣わされた神の七つ

の御霊であった。

7 子羊は来て、御座に着いておられる方の右の手から巻物を受け取った。

8 巻物を受け取ったとき、四つの生き物と二十四人の長老たちは子羊の前にひれ伏した。彼らは

それぞれ、竪琴と、香に満ちた金の鉢を持っていた。香は聖徒たちの祈りであった。

9 彼らは新しい歌を歌った。 「あなたは、巻物を受け取り、 封印を解くのにふさわしい方で

す。 あなたは屠られて、 すべての部族、言語、民族、国民の中から、 あなたの血によって

人々を神のために贖い、

10 私たちの神のために、彼らを王国とし、 祭司とされました。 彼らは地を治めるのです。」



11 また私は見た。そして御座と生き物と長老たちの周りに、多くの御使いたちの声を聞いた。そ

の数は万の数万倍、千の数千倍であった。

12 彼らは大声で言った。 「屠られた子羊は、 力と富と知恵と勢いと誉れと栄光と賛美を 受ける

にふさわしい方です。」

13 また私は、天と地と地の下と海にいるすべての造られたもの、それらの中にあるすべてのもの

がこう言うのを聞いた。 「御座に着いておられる方と子羊に、 賛美と誉れと栄光と力が 世々

限りなくあるように。」

14 すると、四つの生き物は「アーメン」と言い、長老たちはひれ伏して礼拝した。

第6章

1 また私は、子羊が七つの封印の一つを解くのを見た。そして、四つの生き物の一つが、雷のよ

うな声で「来なさい」と言うのを聞いた。

2 私は見た。すると見よ、白い馬がいた。それに乗っている者は弓を持っていた。彼は冠を与え

られ、勝利の上にさらに勝利を得るために出て行った。

3 子羊が第二の封印を解いたとき、私は、第二の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。

4 すると別の、火のように赤い馬が出て来た。それに乗っている者は、地から平和を奪い取るこ

とが許された。人々が互いに殺し合うようになるためである。また、彼に大きな剣が与えられ

た。

5 子羊が第三の封印を解いたとき、私は、第三の生き物が「来なさい」と言うのを聞いた。私は

見た。すると見よ、黒い馬がいた。これに乗っている者は秤を手に持っていた。

6 私は、一つの声のようなものが、四つの生き物の真ん中でこう言うのを聞いた。「小麦一コイ

ニクスが一デナリ。大麦三コイニクスが一デナリ。オリーブ油とぶどう酒に害を与えてはいけ

ない。」

7 子羊が第四の封印を解いたとき、私は、第四の生き物の声が「来なさい」と言うのを聞いた。

8 私は見た。すると見よ、青ざめた馬がいた。これに乗っている者の名は「死」で、よみがそれ

に従っていた。彼らに、地上の四分の一を支配して、剣と飢饉と死病と地の獣によって殺す権

威が与えられた。

9 子羊が第五の封印を解いたとき、私は、神のことばと、自分たちが立てた証しのゆえに殺され

た者たちのたましいが、祭壇の下にいるのを見た。

10 彼らは大声で叫んだ。「聖なるまことの主よ。いつまでさばきを行わず、地に住む者たちに私

たちの血の復讐をなさらないのですか。」

11 すると、彼ら一人ひとりに白い衣が与えられた。そして、彼らのしもべ仲間で、彼らと同じよ

うに殺されようとしている兄弟たちの数が満ちるまで、もうしばらくの間、休んでいるように

言い渡された。

12 また私は見た。子羊が第六の封印を解いたとき、大きな地震が起こった。太陽は毛織りの粗布

のように黒くなり、月の全面が血のようになった。

13 そして天の星が地上に落ちた。それは、いちじくが大風に揺さぶられて、青い実を落とすよう

であった。

14 天は、巻物が巻かれるように消えてなくなり、すべての山と島は、かつてあった場所から移さ

れた。



15 地の王たち、高官たち、千人隊長たち、金持ちたち、力ある者たち、すべての奴隷と自由人

が、洞穴と山の岩間に身を隠した。

16 そして、山々や岩に向かって言った。「私たちの上に崩れ落ちて、御座に着いておられる方の

御顔と、子羊の御怒りから私たちを隠してくれ。

17 神と子羊の御怒りの、大いなる日が来たからだ。だれがそれに耐えられよう。」

第7章

1 その後、私は四人の御使いを見た。彼らは地の四隅に立ち、地の四方の風をしっかりと押さえ

て、地にも海にもどんな木にも吹きつけないようにしていた。

2 また私は、もう一人の御使いが、日の昇る方から、生ける神の印を持って上って来るのを見

た。彼は、地にも海にも害を加えることを許された四人の御使いたちに、大声で叫んだ。

3 「私たちが神のしもべたちの額に印を押してしまうまで、地にも海にも木にも害を加えてはい

けない。」

4 私は、印を押された者たちの数を耳にした。それは十四万四千人で、イスラエルの子らのあら

ゆる部族の者が印を押されていた。

5 ユダ族から一万二千人が印を押され、 ルベン族から一万二千人、 ガド族から一万二千人、

6 アシェル族から一万二千人、 ナフタリ族から一万二千人、 マナセ族から一万二千人、

7 シメオン族から一万二千人、 レビ族から一万二千人、 イッサカル族から一万二千人、

8 ゼブルン族から一万二千人、 ヨセフ族から一万二千人、 ベニヤミン族から一万二千人が 印を

押されていた。

9 その後、私は見た。すると見よ。すべての国民、部族、民族、言語から、だれも数えきれない

ほどの大勢の群衆が御座の前と子羊の前に立ち、白い衣を身にまとい、手になつめ椰子の枝を

持っていた。

10 彼らは大声で叫んだ。 「救いは、御座に着いておられる私たちの神と、 子羊にある。」

11 御使いたちはみな、御座と長老たちと四つの生き物の周りに立っていたが、御座の前にひれ伏

し、神を礼拝して言った。

12 「アーメン。賛美と栄光と知恵と 感謝と誉れと力と勢いが、私たちの神に 世々限りなくある

ように。アーメン。」

13 すると、長老の一人が私に話しかけて、「この白い衣を身にまとった人たちはだれですか。ど

こから来たのですか」と言った。

14 そこで私が「私の主よ、あなたこそご存じです」と言うと、長老は私に言った。「この人たち

は大きな患難を経てきた者たちで、その衣を洗い、子羊の血で白くしたのです。

15 それゆえ、彼らは神の御座の前にあって、 昼も夜もその神殿で神に仕えている。 御座に着い

ておられる方も、 彼らの上に幕屋を張られる。

16 彼らは、もはや飢えることも渇くこともなく、 太陽もどんな炎熱も、彼らを襲うことはな

い。

17 御座の中央におられる子羊が彼らを牧し、 いのちの水の泉に導かれる。 また、神は彼らの目

から 涙をことごとくぬぐい取ってくださる。」



第8章

1 子羊が第七の封印を解いたとき、天に半時間ほどの静けさがあった。

2 それから私は、神の御前に立っている七人の御使いたちを見た。彼らに七つのラッパが与えら

れた。

3 また、別の御使いが来て、金の香炉を持って祭壇のそばに立った。すると、たくさんの香が彼

に与えられた。すべての聖徒たちの祈りに添えて、御座の前にある金の祭壇の上で献げるため

であった。

4 香の煙は、聖徒たちの祈りとともに、御使いの手から神の御前に立ち上った。

5 それから御使いは、その香炉を取り、それを祭壇の火で満たしてから地に投げつけた。する

と、雷鳴と声がとどろき、稲妻がひらめき、地震が起こった。

6 また、七つのラッパを持った七人の御使いたちは、ラッパを吹く用意をした。

7 第一の御使いがラッパを吹いた。すると、血の混じった雹と火が現れて、地に投げ込まれた。

そして地の三分の一が焼かれ、木々の三分の一も焼かれ、すべての青草も焼かれてしまった。

8 第二の御使いがラッパを吹いた。すると、火の燃えている大きな山のようなものが、海に投げ

込まれた。そして海の三分の一が血になった。

9 また、海の中にいる被造物で、いのちのあるものの三分の一が死に、船の三分の一が壊され

た。

10 第三の御使いがラッパを吹いた。すると、天から、たいまつのように燃えている大きな星が落

ちて来て、川の三分の一とその水源の上に落ちた。

11 この星の名は「苦よもぎ」と呼ばれ、水の三分の一は苦よもぎのようになった。水が苦くなっ

たので、その水のために多くの人が死んだ。

12 第四の御使いがラッパを吹いた。すると太陽の三分の一と、月の三分の一、また星の三分の一

が打たれたので、それらの三分の一は暗くなり、昼の三分の一は光を失い、夜も同じようにな

った。

13 また私は見た。そして、一羽の鷲が中天を飛びながら、大声でこう言うのを聞いた。「わざわ

いだ、わざわいだ、わざわいが来る。地上に住む者たちに。三人の御使いが吹こうとしている

残りのラッパの音によって。」

第9章

1 第五の御使いがラッパを吹いた。すると私は、一つの星が天から地に落ちるのを見た。その星

には、底知れぬ所に通じる穴の鍵が与えられた。

2 それが底知れぬ所に通じる穴を開くと、穴から大きなかまどの煙のような煙が立ち上り、太陽

と空はこの穴の煙のために暗くなった。

3 その煙の中からいなごが地上に出て来た。それらには、地のサソリが持っているような力が与

えられた。

4 そして彼らは、地の草やどんな青草、どんな木にも害を加えてはならないが、額に神の印を持

たない人たちには加えてよい、と言い渡された。

5 その人たちを殺すことは許されなかったが、五か月間苦しめることは許された。彼らの苦痛

は、サソリが人を刺したときの苦痛のようだった。



6 その期間、人々は死を探し求めるが、決して見出すことはない。死ぬことを切に願うが、死は

彼らから逃げて行く。

7 いなごたちの姿は、出陣の用意が整った馬に似ていた。頭には金の冠のようなものをかぶり、

顔は人間の顔のようであった。

8 また、女の髪のような毛があり、歯は獅子の歯のようであった。

9 また、鉄の胸当てのような胸当てを着け、その羽の音は、馬に引かれた多くの戦車が戦いに急

ぐときの音のようであった。

10 彼らはサソリのような尾と針を持っていて、その尾には、五か月間、人々に害を加える力があ

った。

11 いなごたちは、底知れぬ所の使いを王としている。その名はヘブル語でアバドン、ギリシア語

でアポリュオンという。

12 第一のわざわいは過ぎ去った。見よ、この後、なお二つのわざわいが来る。

13 第六の御使いがラッパを吹いた。すると、神の御前にある金の祭壇の四本の角から、一つの声

が聞こえた。

14 その声は、ラッパを持っている第六の御使いに言った。「大河ユーフラテスのほとりにつなが

れている、四人の御使いを解き放て。」

15 すると、その時、その日、その月、その年のために用意されていた、四人の御使いが解き放た

れた。人間の三分の一を殺すためであった。

16 騎兵の数は二億で、私はその数を耳にした。

17 私が幻の中で見た馬と、それに乗っている者たちの様子はこうであった。彼らは、燃えるよう

な赤と紫と硫黄の色の胸当てを着けており、馬の頭は獅子の頭のようで、口からは火と煙と硫

黄が出ていた。

18 これら三つの災害、すなわち、彼らの口から出る火と煙と硫黄によって、人間の三分の一が殺

された。

19 馬の力は口と尾にあって、その尾は蛇に似て頭を持ち、その頭で害を加えるのである。

20 これらの災害によって殺されなかった、人間の残りの者たちは、悔い改めて自分たちの手で造

った物から離れるということをせず、悪霊どもや、金、銀、銅、石、木で造られた偶像、すな

わち見ることも聞くことも歩くこともできないものを、拝み続けた。

21 また彼らは、自分たちが行っている殺人、魔術、淫らな行いや盗みを悔い改めなかった。

第10章

1 また私は、もう一人の強い御使いが、雲に包まれて天から下って来るのを見た。その頭上には

虹があり、その顔は太陽のよう、その足は火の柱のようで、

2 手には開かれた小さな巻物を持っていた。御使いは右足を海の上、左足を地の上に置いて、

3 獅子が吼えるように大声で叫んだ。彼が叫んだとき、七つの雷がそれぞれの声を発した。

4 七つの雷が語ったとき、私は書き留めようとした。すると、天からの声がこう言うのを聞い

た。「七つの雷が語ったことは封じておけ。それを書き記すな。」

5 それから、海の上と地の上に立っているのを私が見たあの御使いは、右手を天に上げ、



6 天とその中にあるもの、地とその中にあるもの、海とその中にあるものを造って、世々限りな

く生きておられる方にかけて誓った。「もはや時は残されておらず、

7 第七の御使いが吹こうとしているラッパの音が響くその日に、神の奥義は、神がご自分のしも

べである預言者たちに告げたとおりに実現する。」

8 それから、前に天から聞こえた声が、再び私に語りかけた。「行って、海の上と地の上に立っ

ている御使いの手にある、開かれた巻物を受け取りなさい。」

9 私はその御使いのところに行き、「私にその小さな巻物を下さい」と言った。すると彼は言っ

た。「それを取って食べてしまいなさい。それはあなたの腹には苦いが、あなたの口には蜜の

ように甘い。」

10 そこで、私はその小さな巻物を御使いの手から受け取って食べた。口には蜜のように甘かった

が、それを食べてしまうと、私の腹は苦くなった。

11 すると私はこう告げられた。「あなたはもう一度、多くの民族、国民、言語、王たちについて

預言しなければならない。」

第11章

1 それから、杖のような測り竿が私に与えられて、こう告げられた。「立って、神の神殿と祭壇

と、そこで礼拝している人々を測りなさい。

2 神殿の外の庭はそのままにしておきなさい。それを測ってはいけない。それは異邦人に与えら

れているからだ。彼らは聖なる都を四十二か月の間、踏みにじることになる。

3 わたしがそれを許すので、わたしの二人の証人は、粗布をまとって千二百六十日間、預言す

る。」

4 彼らは、地を治める主の御前に立っている二本のオリーブの木、また二つの燭台である。

5 もしだれかが彼らに害を加えようとするなら、彼らの口から火が出て、敵を焼き尽くす。もし

だれかが彼らに害を加えようとするなら、必ずこのように殺される。

6 この二人は、預言をしている期間、雨が降らないように天を閉じる権威を持っている。また、

水を血に変える権威、さらに、思うままに何度でも、あらゆる災害で地を打つ権威を持ってい

る。

7 二人が証言を終えると、底知れぬ所から上って来る獣が、彼らと戦って勝ち、彼らを殺してし

まう。

8 彼らの死体は大きな都の大通りにさらされる。その都は、霊的な理解ではソドムやエジプトと

呼ばれ、そこで彼らの主も十字架にかけられたのである。

9 もろもろの民族、部族、言語、国民に属する人々が、三日半の間、彼らの死体を眺めていて、

その死体を墓に葬ることを許さない。

10 地に住む者たちは、彼らのことで喜び祝って、互いに贈り物を交わす。この二人の預言者たち

が、地に住む者たちを苦しめたからである。

11 しかし、三日半の後、いのちの息が神から出て二人のうちに入り、彼らは自分たちの足で立っ

た。見ていた者たちは大きな恐怖に襲われた。

12 二人は、天から大きな声が「ここに上れ」と言うのを聞いた。そして、彼らは雲に包まれて天

に上った。彼らの敵たちはそれを見た。



13 そのとき、大きな地震が起こって、都の十分の一が倒れた。この地震のために七千人が死ん

だ。残った者たちは恐れを抱き、天の神に栄光を帰した。

14 第二のわざわいが過ぎ去った。見よ、第三のわざわいがすぐに来る。

15 第七の御使いがラッパを吹いた。すると大きな声が天に起こって、こう言った。 「この世の

王国は、 私たちの主と、そのキリストのものとなった。 主は世々限りなく支配される。」

16 すると、神の御前で自分たちの座に着いていた二十四人の長老たちが、ひれ伏し、神を礼拝し

て言った。

17 「私たちはあなたに感謝します。 今おられ、昔おられた全能者、神である主よ。 あなたは偉

大な力を働かせて、 王となられました。

18 諸国の民は怒りました。 しかし、あなたの御怒りが来ました。 死者がさばかれる時、 あなた

のしもべである預言者たちと聖徒たち、 御名を恐れる者たち、 小さい者にも大きい者にも 報

いが与えられる時、 地を滅ぼす者たちが滅ぼされる時です。」

19 それから、天にある神の神殿が開かれ、神の契約の箱が神殿の中に見えた。すると稲妻がひら

めき、雷鳴がとどろき、地震が起こり、大粒の雹が降った。

第12章

1 また、大きなしるしが天に現れた。一人の女が太陽をまとい、月を足の下にし、頭に十二の星

の冠をかぶっていた。

2 女は身ごもっていて、子を産む痛みと苦しみのために、叫び声をあげていた。

3 また、別のしるしが天に現れた。見よ、炎のように赤い大きな竜。それは、七つの頭と十本の

角を持ち、その頭に七つの王冠をかぶっていた。

4 その尾は天の星の三分の一を引き寄せて、それらを地に投げ落とした。また竜は、子を産もう

としている女の前に立ち、産んだら、その子を食べてしまおうとしていた。

5 女は男の子を産んだ。この子は、鉄の杖をもってすべての国々の民を牧することになってい

た。その子は神のみもとに、その御座に引き上げられた。

6 女は荒野に逃れた。そこには、千二百六十日の間、人々が彼女を養うようにと、神によって備

えられた場所があった。

7 さて、天に戦いが起こって、ミカエルとその御使いたちは竜と戦った。竜とその使いたちも戦

ったが、

8 勝つことができず、天にはもはや彼らのいる場所がなくなった。

9 こうして、その大きな竜、すなわち、古い蛇、悪魔とかサタンとか呼ばれる者、全世界を惑わ

す者が地に投げ落とされた。また、彼の使いたちも彼とともに投げ落とされた。

10 私は、大きな声が天でこう言うのを聞いた。 「今や、私たちの神の救いと力と王国と、 神の

キリストの権威が現れた。 私たちの兄弟たちの告発者、 昼も夜も私たちの神の御前で訴える

者が、 投げ落とされたからである。

11 兄弟たちは、子羊の血と、 自分たちの証しのことばのゆえに 竜に打ち勝った。 彼らは死に至

るまでも 自分のいのちを惜しまなかった。

12 それゆえ、天とそこに住む者たちよ、喜べ。 しかし、地と海はわざわいだ。 悪魔が自分の時

が短いことを知って激しく憤り、 おまえたちのところへ下ったからだ。」

13 竜は、自分が地へ投げ落とされたのを知ると、男の子を産んだ女を追いかけた。



14 しかし、女には大きな鷲の翼が二つ与えられた。荒野にある自分の場所に飛んで行って、そこ

で一時と二時と半時の間、蛇の前から逃れて養われるためであった。

15 すると蛇はその口から、女のうしろへ水を川のように吐き出し、彼女を大水で押し流そうとし

た。

16 しかし、地は女を助け、その口を開けて、竜が口から吐き出した川を飲み干した。

17 すると竜は女に対して激しく怒り、女の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを守り、イエス

の証しを堅く保っている者たちと戦おうとして出て行った。

18 そして、竜は海辺の砂の上に立った。

第13章

1 また私は、海から一頭の獣が上って来るのを見た。これには十本の角と七つの頭があった。そ

の角には十の王冠があり、その頭には神を冒瀆する様々な名があった。

2 私が見たその獣は豹に似ていて、足は熊の足のよう、口は獅子の口のようであった。竜はこの

獣に、自分の力と自分の王座と大きな権威を与えた。

3 その頭のうちの一つは打たれて死んだと思われたが、その致命的な傷は治った。全地は驚いて

その獣に従い、

4 竜を拝んだ。竜が獣に権威を与えたからである。また人々は獣も拝んで言った。「だれがこの

獣に比べられるだろうか。だれがこれと戦うことができるだろうか。」

5 この獣には、大言壮語して冒瀆のことばを語る口が与えられ、四十二か月の間、活動する権威

が与えられた。

6 獣は神を冒瀆するために口を開いて、神の御名と神の幕屋、また天に住む者たちを冒瀆した。

7 獣は、聖徒たちに戦いを挑んで打ち勝つことが許された。また、あらゆる部族、民族、言語、

国民を支配する権威が与えられた。

8 地に住む者たちで、世界の基が据えられたときから、屠られた子羊のいのちの書にその名が書

き記されていない者はみな、この獣を拝むようになる。

9 耳のある者は聞きなさい。

10 捕らわれの身になるべき者は 捕らわれ、 剣で殺されるべき者は 剣で殺される。 ここに、聖徒

たちの忍耐と信仰が必要である。

11 また私は、別の獣が地から上って来るのを見た。それは、子羊の角に似た二本の角を持ち、竜

が語るように語っていた。

12 この獣は、最初の獣が持っていたすべての権威を、その獣の前で働かせた。また、地と地に住

む者たちに、致命的な傷が治った最初の獣を拝ませた。

13 また、大きなしるしを行い、人々の前で火を天から地に降らせることさえした。

14 また、この獣は、あの獣の前で行うことが許されたしるしによって、地に住む者たちを惑わ

し、剣の傷を受けながらも生き返ったあの獣の像を造るように、地に住む者たちに命じた。

15 それから、その獣の像に息を吹き込んで、獣の像がものを言うことさえできるようにし、ま

た、その像を拝まない者たちをみな殺すようにした。

16 また獣は、すべての者に、すなわち、小さい者にも大きい者にも、富んでいる者にも貧しい者

にも、自由人にも奴隷にも、その右の手あるいは額に刻印を受けさせた。



17 また、その刻印を持っている者以外は、だれも物を売り買いできないようにした。刻印とは、

あの獣の名、またはその名が表す数字である。

18 ここに、知恵が必要である。思慮ある者はその獣の数字を数えなさい。それは人間を表す数字

であるから。その数字は六百六十六である。

第14章

1 また私は見た。すると見よ、子羊がシオンの山の上に立っていた。また、子羊とともに十四万

四千人の人たちがいて、その額には子羊の名と、子羊の父の名が記されていた。

2 また、私は天からの声を聞いた。それは大水のとどろきのようであり、激しい雷鳴のようでも

あった。しかも、私が聞いたその声は、竪琴を弾く人たちが竪琴に合わせて歌う声のようであ

った。

3 彼らは御座の前と、四つの生き物および長老たちの前で、新しい歌を歌った。しかし、地上か

ら贖われた十四万四千人のほかは、この歌を学ぶことができなかった。

4 この人たちは、女に触れて汚れたことがない者たちで、童貞である。彼らは、子羊が行く所、

どこにでもついて行く。彼らは、神と子羊に献げられる初穂として、人々の中から贖い出され

たのである。

5 彼らの口には偽りが見出されなかった。彼らは傷のない者たちである。

6 また私は、もう一人の御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は地に住む人々、すなわち、あらゆる

国民、部族、言語、民族に宣べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。

7 彼は大声で言った。「神を恐れよ。神に栄光を帰せよ。神のさばきの時が来たからだ。天と地

と海と水の源を創造した方を礼拝せよ。」

8 また、その御使いの後にもう一人、第二の御使いが来て言った。「倒れた、倒れた、大バビロ

ンが。御怒りを招く淫行のぶどう酒を、すべての国々の民に飲ませた都が。」

9 また、彼らの後にもう一人、第三の御使いがやって来て、大声で言った。「もしだれかが獣と

その像を拝み、自分の額か手に刻印を受けるなら、

10 その者は、神の怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた、神の憤りのぶどう酒を飲み、聖なる御使い

たちと子羊の前で火と硫黄によって苦しめられる。

11 彼らの苦しみの煙は、世々限りなく立ち上る。獣とその像を拝む者たち、また、だれでも獣の

名の刻印を受ける者には、昼も夜も安らぎがない。」

12 ここに、聖徒たち、すなわち神の戒めを守り、イエスに対する信仰を持ち続ける者たちの忍耐

が必要である。

13 また私は、天からの声がこう言うのを聞いた。「書き記せ、『今から後、主にあって死ぬ死者

は幸いである』と。」御霊も言われる。「しかり。その人たちは、その労苦から解き放たれて

安らぐことができる。彼らの行いが、彼らとともについて行くからである。」

14 また私は見た。すると見よ。白い雲が起こり、その雲の上に人の子のような方が座っておられ

た。その頭には金の冠、手には鋭い鎌があった。

15 すると、別の御使いが神殿から出て来て、雲の上に座っておられる方に大声で叫んだ。「あな

たの鎌を送って、刈り取ってください。刈り入れの時が来ましたから。地の穀物は実っていま

す。」

16 雲の上に座っておられる方が地上に鎌を投げると、地は刈り取られた。



17 それから、もう一人の御使いが天の神殿から出て来たが、彼もまた、鋭い鎌を持っていた。

18 すると、火をつかさどる権威を持つ別の御使いが祭壇から出て来て、鋭い鎌を持つ御使いに大

声で呼びかけた。「あなたの鋭い鎌を送って、地のぶどうの房を刈り集めよ。ぶどうはすでに

熟している。」

19 御使いは地上に鎌を投げて、地のぶどうを刈り集め、神の憤りの大きな踏み場に投げ入れた。

20 都の外にあるその踏み場でぶどうが踏まれた。すると、血がその踏み場から流れ出て、馬のく

つわの高さに届くほどになり、千六百スタディオンに広がった。

第15章

1 また私は、天にもう一つの大きな驚くべきしるしを見た。七人の御使いが、最後の七つの災害

を携えていた。ここに神の憤りは極まるのである。

2 私は、火が混じった、ガラスの海のようなものを見た。獣とその像とその名を示す数字に打ち

勝った人々が、神の竪琴を手にしてガラスの海のほとりに立っていた。

3 彼らは神のしもべモーセの歌と子羊の歌を歌った。 「主よ、全能者なる神よ。 あなたのみわ

ざは偉大で、驚くべきものです。 諸国の民の王よ。 あなたの道は正しく真実です。

4 主よ、あなたを恐れず、 御名をあがめない者がいるでしょうか。 あなただけが聖なる方で

す。 すべての国々の民は来て、 あなたの御前にひれ伏します。 あなたの正しいさばきが 明ら

かにされたからです。」

5 その後、私は見た。天にある、あかしの幕屋である神殿が開かれた。

6 そして七人の御使いが、七つの災害を携えて神殿から出て来た。彼らは、きよく光り輝く亜麻

布を着て、胸には金の帯を締めていた。

7 また、四つの生き物の一つが、七人の御使いたちに七つの金の鉢を渡したが、それには世々限

りなく生きておられる神の憤りが満ちていた。

8 神殿は、神の栄光とその御力から立ち上る煙で満たされ、七人の御使いたちの七つの災害が終

わるまでは、だれもその神殿に入ることができなかった。

第16章

1 また私は、大きな声が神殿から出て、七人の御使いに、「行って、七つの鉢から神の憤りを地

に注げ」と言うのを聞いた。

2 第一の御使いが出て行き、鉢の中身を地に注いだ。すると、獣の刻印を受けている者たちと獣

の像を拝む者たちに、ひどい悪性の腫れものができた。

3 第二の御使いが鉢の中身を海に注いだ。すると、海は死者の血のようになった。海の中にいる

生き物はみな死んだ。

4 第三の御使いが鉢の中身を川と水の源に注いだ。すると、それらは血になった。

5 また私は、水をつかさどる御使いがこう言うのを聞いた。 「今おられ、昔おられた聖なる

方、 あなたは正しい方です。 このようなさばきを行われたからです。

6 彼らは聖徒たちや 預言者たちの血を流しましたが、 あなたは彼らに血を飲ませられました。

彼らにはそれがふさわしいからです。」



7 また私は、祭壇がこう言うのを聞いた。 「しかり。主よ、全能者なる神よ。 あなたのさばき

は真実で正しいさばきです。」

8 第四の御使いが鉢の中身を太陽に注いだ。すると、太陽は人々を火で焼くことを許された。

9 こうして人々は激しい炎熱で焼かれ、これらの災害を支配する権威を持つ神の御名を冒瀆し

た。彼らが悔い改めて神に栄光を帰することはなかった。

10 第五の御使いが鉢の中身を獣の座に注いだ。すると、獣の王国は闇におおわれ、人々は苦しみ

のあまり舌をかんだ。

11 そして、その苦しみと腫れもののゆえに天の神を冒瀆し、自分の行いを悔い改めようとしなか

った。

12 第六の御使いが鉢の中身を大河ユーフラテスに注いだ。すると、その水は涸れてしまい、日の

昇る方から来る王たちの道を備えることになった。

13 また、私は竜の口と獣の口、また偽預言者の口から、蛙のような三つの汚れた霊が出て来るの

を見た。

14 これらは、しるしを行う悪霊どもの霊であり、全世界の王たちのところに出て行く。全能者な

る神の大いなる日の戦いに備えて、彼らを召集するためである。

15 ──見よ、わたしは盗人のように来る。裸で歩き回って、恥ずかしい姿を人々に見られることの

ないように、目を覚まして衣を着ている者は幸いである──

16 こうして汚れた霊どもは、ヘブル語でハルマゲドンと呼ばれる場所に王たちを集めた。

17 第七の御使いが鉢の中身を空中に注いだ。すると大きな声が神殿の中から、御座から出て、

「事は成就した」と言った。

18 そして稲妻がひらめき、雷鳴がとどろき、大きな地震が起こった。これは人間が地上に現れて

以来、いまだかつてなかったほどの、大きな強い地震であった。

19 あの大きな都は三つの部分に裂かれ、諸国の民の町々は倒れた。神は大バビロンを忘れず、ご

自分の激しい憤りのぶどう酒の杯を与えられた。

20 島はすべて逃げ去り、山々は見えなくなった。

21 また、一タラントほどの大きな雹が、天から人々の上に降った。この雹の災害のために、人々

は神を冒瀆した。その災害が非常に激しかったからである。

第17章

1 また、七つの鉢を持つ七人の御使いの一人が来て、私に語りかけた。「ここに来なさい。大水

の上に座している大淫婦に対するさばきを見せましょう。

2 地の王たちは、この女と淫らなことを行い、地に住む人々は、この女の淫行のぶどう酒に酔い

ました。」

3 それから、御使いは私を御霊によって荒野へ連れて行った。私は、一人の女が緋色の獣に乗っ

ているのを見た。その獣は神を冒瀆する名で満ちていて、七つの頭と十本の角を持っていた。

4 その女は紫と緋色の衣をまとい、金と宝石と真珠で身を飾り、忌まわしいものと、自らの淫行

の汚れで満ちた金の杯を手に持っていた。

5 その額には、意味の秘められた名、「大バビロン、淫婦たちと地上の忌まわしいものの母」と

いう名が記されていた。



6 私は、この女が聖徒たちの血とイエスの証人たちの血に酔っているのを見た。 私はこの女を

見て、非常に驚いた。

7 すると、御使いは私に言った。「なぜ驚くのですか。私は、この女の秘められた意味と、この

女を乗せている、七つの頭と十本の角を持つ獣の秘められた意味を、あなたに話しましょう。

8 あなたが見た獣は、昔はいたが、今はいません。やがて底知れぬ所から上って来ますが、滅び

ることになります。地に住む者たちで、世界の基が据えられたときからいのちの書に名が書き

記されていない者たちは、その獣が昔はいたが今はおらず、やがて現れるのを見て驚くでしょ

う。

9 ここに、知恵のある考え方が必要です。七つの頭とは、この女が座している七つの山で、それ

は七人の王たちのことです。

10 五人はすでに倒れましたが、一人は今いて、もう一人はまだ来ていません。彼が来れば、しば

らくとどまるはずです。

11 また、昔はいたが今はいないあの獣は八番目の王ですが、七人のうちの一人でもあり、滅びる

ことになります。

12 あなたが見た十本の角は十人の王たちです。彼らはまだ王権を受けていませんが、獣ととも

に、一時だけ王としての権威を受けます。

13 これらの王たちは一つ思いとなり、自分たちの力と権威をその獣に委ねます。

14 彼らは子羊に戦いを挑みますが、子羊は彼らに打ち勝ちます。子羊は主の主、王の王だからで

す。子羊とともにいる者たちは、召されて選ばれた忠実な者たちです。」

15 また、御使いは私に言った。「あなたが見た水、淫婦が座しているところは、もろもろの民

族、群衆、国民、言語です。

16 あなたが見た十本の角と獣は、やがて淫婦を憎み、はぎ取って裸にし、その肉を食らって火で

焼き尽くすことになります。

17 それは、神のことばが成る時まで、神はみこころが実現するように王たちの心を動かし、彼ら

が一つ思いとなって、自分たちの支配権を獣に委ねるようにされたからです。

18 あなたが見たあの女は、地の王たちを支配する大きな都のことです。」

第18章

1 その後、私は、もう一人の御使いが、大きな権威を持って天から下って来るのを見た。地はそ

の栄光によって照らされた。

2 彼は力強い声で叫んだ。「倒れた。大バビロンは倒れた。それは、悪霊の住みか、あらゆる汚

れた霊の巣窟、あらゆる汚れた鳥の巣窟、あらゆる汚れた憎むべき獣の巣窟となった。

3 すべての国々の民は、御怒りを招く彼女の淫行のぶどう酒を飲み、地の王たちは彼女と淫らな

ことを行い、地の商人たちは、彼女の過度のぜいたくによって富を得たからだ。」

4 それから私は、天からもう一つの声がこう言うのを聞いた。「わたしの民は、この女の罪に関

わらないように、その災害に巻き込まれないように、彼女のところから出て行きなさい。

5 彼女の罪は積み重なって天に達し、神は彼女の不正を覚えておられるからです。

6 あなたがたは、彼女が支払ったとおりに彼女に報いなさい。彼女の行いに応じて倍にして返し

なさい。彼女が混ぜ合わせた杯の中に、彼女のために倍のものを混ぜ合わせなさい。



7 彼女が自分を誇り、ぜいたくにふけった分だけ、苦しみと悲しみを彼女に与えなさい。彼女は

心の中で『私は女王として座し、やもめではない。だから悲しみにあうことはない』と言って

いるからです。

8 これらのことのため、一日のうちに、様々な災害、死病と悲しみと飢えが彼女を襲います。そ

して、彼女は火で焼き尽くされます。彼女をさばく神である主は、力ある方なのです。」

9 彼女と淫らなことを行い、ぜいたくをした地の王たちは、彼女が焼かれる煙を見ると、彼女の

ことで泣いて胸を打ちたたく。

10 彼らは遠く離れて立ち、彼女の苦しみに恐れをなして、「わざわいだ、わざわいだ、大きな

都、力強い都バビロンよ。あなたのさばきは一瞬にしてなされた」と言う。

11 また、地の商人たちは彼女のことで泣き悲しむ。彼らの商品を買う者が、もはやだれもいない

からである。

12 商品とは、金、銀、宝石、真珠、亜麻布、紫布、絹、緋色の布、あらゆる香木、あらゆる象牙

細工、高価な木材や青銅や鉄や大理石で造ったあらゆる器具、

13 シナモン、香料、香、香油、乳香、ぶどう酒、オリーブ油、小麦粉、小麦、家畜、羊、馬、馬

車、奴隷、それに人のいのちである。

14 「おまえの心が欲しがる果物は、おまえから遠ざかり、ぜいたくな物や華やかな物は、すべて

おまえから消え失せて、もはや決して見出すことはできない。」

15 これらの物を商って彼女から富を得ていた商人たちは、彼女の苦しみに恐れをなして、遠く離

れて立ち、泣き悲しんで言う。

16 「わざわいだ、わざわいだ、大きな都よ。亜麻布、紫布、緋色の布をまとい、金、宝石、真珠

で身を飾っていたが、

17 あれほどの富が、一瞬にして荒廃に帰してしまった。」 また、すべての船長、その場所を航

海するすべての者たち、水夫たち、海で働く者たちもみな、遠く離れて立ち、

18 彼女が焼かれる煙を見て、「これほどの大きな都がほかにあっただろうか」と叫んだ。

19 彼らは頭にちりをかぶり、泣き悲しんで叫んだ。「わざわいだ、わざわいだ、大きな都よ。海

に船を持つ者たちはみな、ここでその繁栄から富を得ていたのに、その都が一瞬にして荒れ果

ててしまうとは。」

20 「天よ、この都のことで喜べ。聖徒たちも使徒たちも預言者たちも喜べ。神があなたがたのた

めに、この都をさばかれたのだから。」

21 また、一人の強い御使いが、大きいひき臼のような石を取り上げ、海に投げ込んで言った。

「大きな都バビロンは、このように荒々しく投げ捨てられ、もはや決して見出されることはな

い。

22 竪琴を弾く者たち、歌を歌う者たち、笛を吹く者たち、ラッパを鳴らす者たちの奏でる音が、

おまえのうちで、もはや決して聞かれることはない。あらゆる技術を持つ職人たちも、おまえ

のうちで、もはや決して見出されることはない。石臼の音も、おまえのうちで、もはや決して

聞かれることはない。

23 ともしびの光も、おまえのうちで、もはや決して輝くことはない。花婿と花嫁の声も、おまえ

のうちで、もはや決して聞かれることはない。というのは、おまえの商人たちが地上で権力を

握り、おまえの魔術によってすべての国々の民が惑わされ、



24 この都の中に、預言者たちや聖徒たちの血、また地上で屠られたすべての人々の血が見出され

たからである。」

第19章

1 その後、私は、大群衆の大きな声のようなものが、天でこう言うのを聞いた。 「ハレルヤ。

救いと栄光と力は私たちの神のもの。

2 神のさばきは真実で正しいからである。 神は、淫行で地を腐敗させた大淫婦をさばき、 ご自

分のしもべたちの血の報復を彼女にされた。」

3 もう一度、彼らは言った。 「ハレルヤ。 彼女が焼かれる煙は、世々限りなく立ち上る。」

4 すると、二十四人の長老たちと四つの生き物はひれ伏して、御座に着いておられる神を礼拝し

て言った。 「アーメン。ハレルヤ。」

5 また、御座から声が出て、こう言った。 「神のすべてのしもべたちよ、 神を恐れる者たち

よ、 小さい者も大きい者も 私たちの神を賛美せよ。」

6 また私は、大群衆の声のような、大水のとどろきのような、激しい雷鳴のようなものがこう言

うのを聞いた。 「ハレルヤ。私たちの神である主、 全能者が王となられた。

7 私たちは喜び楽しみ、神をほめたたえよう。 子羊の婚礼の時が来て、 花嫁は用意ができたの

だから。

8 花嫁は、輝くきよい亜麻布を まとうことが許された。 その亜麻布とは、聖徒たちの正しい行

いである。」

9 御使いは私に、「子羊の婚宴に招かれている者たちは幸いだ、と書き記しなさい」と言い、ま

た「これらは神の真実なことばである」と言った。

10 私は御使いの足もとにひれ伏して、礼拝しようとした。すると、御使いは私に言った。「いけ

ません。私はあなたや、イエスの証しを堅く保っている、あなたの兄弟たちと同じしもべで

す。神を礼拝しなさい。イエスの証しは預言の霊なのです。」

11 また私は、天が開かれているのを見た。すると見よ、白い馬がいた。それに乗っている方は

「確かで真実な方」と呼ばれ、義をもってさばき、戦いをされる。

12 その目は燃える炎のようであり、その頭には多くの王冠があり、ご自分のほかはだれも知らな

い名が記されていた。

13 その方は血に染まった衣をまとい、その名は「神のことば」と呼ばれていた。

14 天の軍勢は白くきよい亜麻布を着て、白い馬に乗って彼に従っていた。

15 この方の口からは、諸国の民を打つために鋭い剣が出ていた。鉄の杖で彼らを牧するのは、こ

の方である。また、全能者なる神の激しい憤りのぶどうの踏み場を踏まれるのは、この方であ

る。

16 その衣と、もものところには、「王の王、主の主」という名が記されていた。

17 また私は、一人の御使いが太陽の中に立っているのを見た。彼は大声で叫び、中天を飛んでい

るすべての鳥たちに言った。「さあ、神の大宴会に集まれ。

18 王たちの肉、千人隊長の肉、力ある者たちの肉、馬とそれに乗っている者たちの肉、すべての

自由人と奴隷たち、また小さい者や大きい者たちの肉を食べよ。」

19 また私は、獣と地の王たちとその軍勢が集まって、馬に乗る方とその軍勢に戦いを挑むのを見

た。



20 しかし、獣は捕らえられた。また、獣の前でしるしを行い、それによって獣の刻印を受けた者

たちと、獣の像を拝む者たちを惑わした偽預言者も、獣とともに捕らえられた。この両者は生

きたまま、硫黄の燃える火の池に投げ込まれた。

21 残りの者たちは、馬に乗っている方の口から出る剣によって殺され、すべての鳥が彼らの肉を

飽きるほど食べた。

第20章

1 また私は、御使いが底知れぬ所の鍵と大きな鎖を手にして、天から下って来るのを見た。

2 彼は、竜、すなわち、悪魔でありサタンである古い蛇を捕らえて、これを千年の間縛り、

3 千年が終わるまで、これ以上諸国の民を惑わすことのないように、底知れぬ所に投げ込んで鍵

をかけ、その上に封印をした。その後、竜はしばらくの間、解き放たれることになる。

4 また私は多くの座を見た。それらの上に座っている者たちがいて、彼らにはさばきを行う権威

が与えられた。また私は、イエスの証しと神のことばのゆえに首をはねられた人々のたましい

を見た。彼らは獣もその像も拝まず、額にも手にも獣の刻印を受けていなかった。彼らは生き

返って、キリストとともに千年の間、王として治めた。

5 残りの死者は、千年が終わるまでは生き返らなかった。これが第一の復活である。

6 この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対して、第二の死は何

の力も持っていない。彼らは神とキリストの祭司となり、キリストとともに千年の間、王とし

て治める。

7 しかし、千年が終わると、サタンはその牢から解き放たれ、

8 地の四方にいる諸国の民を、すなわちゴグとマゴグを惑わすために出て行き、戦いのために彼

らを召集する。彼らの数は海の砂のようである。

9 彼らは地の広いところに上って行き、聖徒たちの陣営と、愛された都を包囲した。すると天か

ら火が下って来て、彼らを焼き尽くした。

10 彼らを惑わした悪魔は火と硫黄の池に投げ込まれた。そこには獣も偽預言者もいる。彼らは昼

も夜も、世々限りなく苦しみを受ける。

11 また私は、大きな白い御座と、そこに着いておられる方を見た。地と天はその御前から逃げ去

り、跡形もなくなった。

12 また私は、死んだ人々が大きい者も小さい者も御座の前に立っているのを見た。数々の書物が

開かれた。書物がもう一つ開かれたが、それはいのちの書であった。死んだ者たちは、これら

の書物に書かれていることにしたがい、自分の行いに応じてさばかれた。

13 海はその中にいる死者を出した。死とよみも、その中にいる死者を出した。彼らはそれぞれ自

分の行いに応じてさばかれた。

14 それから、死とよみは火の池に投げ込まれた。これが、すなわち火の池が、第二の死である。

15 いのちの書に記されていない者はみな、火の池に投げ込まれた。

第21章

1 また私は、新しい天と新しい地を見た。以前の天と以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。



2 私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁のように整えられて、神

のみもとから、天から降って来るのを見た。

3 私はまた、大きな声が御座から出て、こう言うのを聞いた。 「見よ、神の幕屋が人々ととも

にある。 神は人々とともに住み、人々は神の民となる。 神ご自身が彼らの神として、ともに

おられる。

4 神は彼らの目から 涙をことごとくぬぐい取ってくださる。 もはや死はなく、 悲しみも、叫び

声も、苦しみもない。 以前のものが過ぎ去ったからである。」

5 すると、御座に座っておられる方が言われた。「見よ、わたしはすべてを新しくする。」また

言われた。「書き記せ。これらのことばは真実であり、信頼できる。」

6 また私に言われた。「事は成就した。わたしはアルファであり、オメガである。初めであり、

終わりである。わたしは渇く者に、いのちの水の泉からただで飲ませる。

7 勝利を得る者は、これらのものを相続する。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる。

8 しかし、臆病な者、不信仰な者、忌まわしい者、人を殺す者、淫らなことを行う者、魔術を行

う者、偶像を拝む者、すべて偽りを言う者たちが受ける分は、火と硫黄の燃える池の中にあ

る。これが第二の死である。」

9 また、最後の七つの災害で満ちた、あの七つの鉢を持っていた七人の御使いの一人がやって来

て、私に語りかけた。「ここに来なさい。あなたに子羊の妻である花嫁を見せましょう。」

10 そして、御使いは御霊によって私を大きな高い山に連れて行き、聖なる都エルサレムが神のみ

もとから、天から降って来るのを見せた。

11 都には神の栄光があった。その輝きは最高の宝石に似ていて、透き通った碧玉のようであっ

た。

12 都には、大きな高い城壁があり、十二の門があった。門の上には十二人の御使いがいた。ま

た、名前が刻まれていたが、それはイスラエルの子らの十二部族の名前であった。

13 東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった。

14 都の城壁には十二の土台石があり、それには、子羊の十二使徒の、十二の名が刻まれていた。

15 また、私に語りかけた御使いは、都とその門と城壁を測るために金の測り竿を持っていた。

16 都は四角形で、長さと幅は同じである。御使いが都をその竿で測ると、一万二千スタディオン

あった。長さも幅も高さも同じである。

17 また城壁を測ると、百四十四ペキスあった。これは人間の尺度であるが、御使いの尺度も同じ

であった。

18 都の城壁は碧玉で造られ、都は透き通ったガラスに似た純金でできていた。

19 都の城壁の土台石はあらゆる宝石で飾られていた。第一の土台石は碧玉、第二はサファイア、

第三はめのう、第四はエメラルド、

20 第五は赤縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱石、第九はトパーズ、

第十はひすい、第十一は青玉、第十二は紫水晶であった。

21 十二の門は十二の真珠であり、どの門もそれぞれ一つの真珠からできていた。都の大通りは純

金で、透明なガラスのようであった。

22 私は、この都の中に神殿を見なかった。全能の神である主と子羊が、都の神殿だからである。

23 都は、これを照らす太陽も月も必要としない。神の栄光が都を照らし、子羊が都の明かりだか

らである。



24 諸国の民は都の光によって歩み、地の王たちは自分たちの栄光を都に携えて来る。

25 都の門は一日中、決して閉じられない。そこには夜がないからである。

26 こうして人々は、諸国の民の栄光と誉れを都に携えて来ることになる。

27 しかし、すべての汚れたもの、また忌まわしいことや偽りを行う者は、決して都に入れない。

入ることができるのは、子羊のいのちの書に記されている者たちだけである。

第22章

1 御使いはまた、水晶のように輝く、いのちの水の川を私に見せた。川は神と子羊の御座から出

て、

2 都の大通りの中央を流れていた。こちら側にも、あちら側にも、十二の実をならせるいのちの

木があって、毎月一つの実を結んでいた。その木の葉は諸国の民を癒やした。

3 もはや、のろわれるものは何もない。神と子羊の御座が都の中にあり、神のしもべたちは神に

仕え、

4 御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には神の御名が記されている。

5 もはや夜がない。神である主が彼らを照らされるので、ともしびの光も太陽の光もいらない。

彼らは世々限りなく王として治める。

6 御使いは私に言った。「これらのことばは真実であり、信頼できます。」預言者たちに霊を授

ける神である主は、御使いを遣わして、すぐに起こるべきことをしもべたちに示された。

7 「見よ、わたしはすぐに来る。この書の預言のことばを守る者は幸いである。」

8 これらのことを聞き、また見たのは、私ヨハネである。私は、聞いたり見たりした後に、これ

らのことを示してくれた御使いの足もとにひれ伏して、礼拝しようとした。

9 すると、御使いは私に言った。「いけません。私はあなたや、預言者であるあなたの兄弟た

ち、この書のことばを守る人々と同じしもべです。神を礼拝しなさい。」

10 また私に言った。「この書の預言のことばを封じてはなりません。時が近いからです。

11 不正を行う者には、ますます不正を行わせ、汚れた者は、ますます汚れた者とならせなさい。

正しい者には、ますます正しいことを行わせ、聖なる者は、ますます聖なる者とならせなさ

い。」

12 「見よ、わたしはすぐに来る。それぞれの行いに応じて報いるために、わたしは報いを携えて

来る。

13 わたしはアルファであり、オメガである。最初であり、最後である。初めであり、終わりであ

る。」

14 自分の衣を洗う者たちは幸いである。彼らはいのちの木の実を食べる特権が与えられ、門を通

って都に入れるようになる。

15 犬ども、魔術を行う者、淫らなことを行う者、人を殺す者、偶像を拝む者、すべて偽りを好

み、また行う者は、外にとどめられる。

16 「わたしイエスは御使いを遣わし、諸教会について、これらのことをあなたがたに証しした。

わたしはダビデの根、また子孫、輝く明けの明星である。」

17 御霊と花嫁が言う。「来てください。」これを聞く者も「来てください」と言いなさい。渇く

者は来なさい。いのちの水が欲しい者は、ただで受けなさい。



18 私は、この書の預言のことばを聞くすべての者に証しする。もし、だれかがこれにつけ加える

なら、神がその者に、この書に書かれている災害を加えられる。

19 また、もし、だれかがこの預言の書のことばから何かを取り除くなら、神は、この書に書かれ

ているいのちの木と聖なる都から、その者の受ける分を取り除かれる。

20 これらのことを証しする方が言われる。「しかり、わたしはすぐに来る。」アーメン。主イエ

スよ、来てください。

21 主イエスの恵みが、すべての者とともにありますように。


